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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月5日(2018.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
－　少なくとも１種のシラン基含有有機ポリマー、および
－　式（Ｉ）
【化１】

（式中、
　Ａは、１～１００個の炭素原子を有し、不飽和部分を含んでもよく、ヘテロ原子を含ん
でもよく、かつアミノ基または水酸基を有してもよい、脂肪族または脂環式またはアリー
ル脂肪族ヒドロカルビル基であるか、またはＲ１と一緒に、４～１２個の炭素原子を有し
、かつヘテロ原子を含んでもよい、分岐していてもよい２価のアルキレン基であり、
　Ｒ１は、水素、または１～８個の炭素原子を有するアルキル基、シクロアルキル基もし
くはアラルキル基であるか、またはＡと一緒に、４～１２個の炭素原子を有し、かつヘテ
ロ原子を含んでもよい、分岐していてもよい２価のアルキレン基であり、かつ
　Ｒ２およびＲ５は、それぞれ独立して、１～１８個の炭素原子を有し、かつヘテロ原子
を含んでもよい、アルキル基、シクロアルキル基またはアラルキル基であり、
　ただし、ＡはＲ２およびＲ５のそれぞれと異なる基である）
の少なくとも１種の触媒
を含む、組成物であって、
　前記式（Ｉ）の触媒が芳香環または芳香族複素環系の一部に直接結合した窒素原子を含
まず、また、前記式（Ｉ）の触媒がシラン基を含まず、
　該組成物がカルボジイミドを含まない、組成物。
【請求項２】
　Ａは、ｎ－ヘキシル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、ｎ－デシル、ラウリル、シ
クロヘキシル、ベンジル、２－メトキシエチル、３－メトキシプロピル、オキシエチレン
単位および１，２－オキシプロピレン単位を有し、かつ分子量が約１８０～６００ｇ／ｍ
ｏｌの範囲のポリオキシアルキレン基、Ｎ－メチル－３－アミノプロピル、Ｎ－（２－エ
チルヘキシル）－３－アミノプロピル、Ｎ－シクロヘキシル－３－アミノプロピル、３－
（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）プロピル、２－アミノプロピル、３－アミノプロピル、３－
アミノペンチル、５－アミノ－４－メチルペンチル、５－アミノ－２－メチルペンチル、
６－アミノヘキシル、６－アミノ－３，３（５），５－トリメチルヘキシル、６－アミノ
－２，２（４），４－トリメチルヘキシル、８－アミノオクチル、１０－アミノデシル、
１２－アミノドデシル、３－アミノメチル－３，５，５－トリメチルシクロヘキシル、３
－アミノ－１，５，５－トリメチルシクロヘキシルメチル、３－アミノメチルシクロヘキ
シルメチル、４－アミノメチルシクロヘキシルメチル、３－アミノメチルベンジル、５－
アミノ－３－オキサペンチル、分子量が約２００～５００ｇ／ｍｏｌの範囲のω－２－ア
ミノプロピルポリオキシプロピレン基、２－ヒドロキシプロピル、３－ヒドロキシプロピ
ル、１，１－ジメチル－２－ヒドロキシエチル、および５－ヒドロキシ－３－オキサペン
チルからなる群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ１は水素であることを特徴とする、請求項１または２に記載の組成物。
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【請求項４】
　Ｒ２およびＲ５は、それぞれ独立して、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、３
－（ジメチルアミノ）プロピルまたはシクロヘキシルであることを特徴とする、請求項１
～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記シラン基含有有機ポリマーは、シラン基含有ポリオレフィン、もしくはシラン基含
有ポリエステル、もしくはシラン基含有ポリ（メタ）アクリレート、もしくはシラン基含
有ポリエーテル、またはこれらのポリマーの混合形態であることを特徴とする、請求項１
～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　少なくとも１種の有機チタネートがさらに存在することを特徴とする、請求項１～５の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　式（ＩＩ）の少なくとも１種のアミンと式（ＩＩＩ）の少なくとも１種のカルボジイミ
ドを反応させて前記式（Ｉ）の触媒を調製する工程と、
【化２】

　調製した触媒を、少なくとも１種のシラン基含有有機ポリマーまたは少なくとも１種の
シラン基含有有機ポリマーを含む組成物に加える工程を含む、請求項１～６のいずれか一
項に記載の組成物を製造する方法。
【請求項８】
　前記式（ＩＩ）の前記アミンは、ｎ－ヘキシルアミン、ｎ－オクチルアミン、２－エチ
ルヘキシルアミン、ｎ－デシルアミン、ラウリルアミン、シクロヘキシルアミン、ベンジ
ルアミン、２－メトキシエチルアミン、３－メトキシプロピルアミン、オキシエチレン単
位および１，２－オキシプロピレン単位を有し、かつ平均分子量が約１８０～６００ｇ／
ｍｏｌの範囲のポリオキシアルキレンアミン、Ｎ－メチル－１，３－プロパンジアミン、
Ｎ－（２－エチルヘキシル）－１，３－プロパンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－１，３
－プロパンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－１，３－プロパンジアミン、１，２－プロパン
ジアミン、１，３－プロパンジアミン、１，３－ペンタンジアミン、１，５－ジアミノ－
２－メチルペンタン、１，６－ヘキサンジアミン、２，２，４－および２，４，４－トリ
メチルヘキサメチレンジアミン、１，８－オクタンジアミン、１，１０－デカンジアミン
、１，１２－ドデカンジアミン、１－アミノ－３－アミノメチル－３，５，５－トリメチ
ルシクロヘキサン、１，３－ビス（アミノメチル）シクロヘキサン、１，４－ビス（アミ
ノメチル）シクロヘキサン、１，３－ビス（アミノメチル）ベンゼン、ビス（２－アミノ
エチル）エーテル、平均分子量が約２２０～５００ｇ／ｍｏｌの範囲のポリオキシプロピ
レンジアミン、１－アミノ－２－プロパノール、３－アミノ－１－プロパノール、２－ア
ミノ－２－メチル－１－プロパノール、および２－（２－アミノエトキシ）エタノールか
らなる群から選択されることを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記式（ＩＩＩ）の前記カルボジイミドは、Ｎ，Ｎ’－ジイソプロピルカルボジイミド
、Ｎ，Ｎ’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルカルボジイミド、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシルカルボ
ジイミドおよびＮ－エチル－Ｎ’－（３－ジメチルアミノプロピル）－カルボジイミドか
らなる群から選択されることを特徴とする、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記加える工程は、前記少なくとも１種のシラン基含有有機ポリマーの存在下で前記触
媒を調製することにより行われることを特徴とする、請求項７～９のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１１】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物を、接着剤、封止剤またはコーティング剤
として基材に適用する工程、および、前記組成物を水と接触させる工程を含む、基材の接
着、封止、またはコーティングする方法。
【請求項１２】
　水で硬化した後の、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物から得られる硬化組成
物。
【請求項１３】
　組成物を水と接触させることを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物に含
まれるシラン基含有有機ポリマーを触媒的に架橋する方法。
【請求項１４】
　式（Ｉａ）
【化３】

（式中、
　Ａ’は、６～３０個の炭素原子を有し、かつエーテル系酸素を含んでもよく、シラン基
、水酸基またはアミノ基を含まない、脂肪族または脂環式またはアリール脂肪族ヒドロカ
ルビル基であり、かつ
　Ｒ２およびＲ５は、それぞれ独立して、１～１８個の炭素原子を有し、かつヘテロ原子
を含んでもよい、アルキル基、シクロアルキル基またはアラルキル基であり、
　ただし、Ａ’はＲ２およびＲ５のそれぞれと異なる基である）
の触媒。
【請求項１５】
　式（Ｉｂ）
【化４】

（式中、
　Ａ’’は、３～３０個の炭素原子を有し、かつシラン基を含まず、エーテル系酸素を含
んでもよく、かつ少なくとも１つの水酸基、または第一級もしくは第二級のアミノ基を有
する脂肪族または脂環式またはアリール脂肪族ヒドロカルビル基であり、かつ　Ｒ２およ
びＲ５は、それぞれ独立して、１～１８個の炭素原子を有し、かつヘテロ原子を含んでも
よい、アルキル基、シクロアルキル基またはアラルキル基であり、
　ただし、Ａ’’はＲ２およびＲ５のそれぞれと異なる基である）
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の触媒。
【請求項１６】
　式（Ｉｃ）
【化５】

（式中、
　Ａ’’’は、３～３０個の炭素原子を有し、シラン基を含まず、エーテル系酸素を含ん
でもよく、かつ少なくとも１つの第三級アミノ基を有する、脂肪族または脂環式またはア
リール脂肪族ヒドロカルビル基であり、かつ
　Ｒ２およびＲ５は、それぞれ独立して、１～１８個の炭素原子を有し、ヘテロ原子を含
んでもよい、アルキル基、シクロアルキル基またはアラルキル基であり、
　ただし、Ａ’’’はＲ２およびＲ５のそれぞれと異なる基である）
の触媒。
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